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会 議 録 

事 項 名 令和６年度 第１回 合志市介護保険事業計画等策定委員会 

日 時 令和６年１０月８日(火) １０：００～１１：４５ 

場 所 合志市役所 ２階 大会議室（中） 作 成 者 堤 伸人 

出 席 委 員 

水上 次雄（委員長）  藍（副委員長）  

下  寛二 清水 琴美 池松 余里子 

村 友信 大塚 智仁 田中 裕子 

千代田 正人 田尻 亨 森山 悠 

髙鷹 裕一 村山 善  中川 和子 

有田 奈央 関  祐子 森  凉子 

髙本 美紀 坂田 亮  

(計19名) 

欠 席 委 員 １名（信岡 幸彦） 

事 務 局 

健康福祉部            部長   坂本 浩一郎 

高齢者支援課           課長   坂井 晴代 

    同課           課長補佐 石見 隆 

    同課 介護保険班     課長補佐 木場田 可織 

    同課 介護保険班     主幹   堤  伸人 

    同課 包括支援センター班  課長補佐 矢幡 茜 

    同課 包括支援センター班  主幹   中山 義崇 

 

１．開 会 

 

２．委嘱状交付 

 

３．市長あいさつ 

（市長よりあいさつ） 

 

４．委員及び事務局紹介 

 

５．委員長選出 

事務局 

議題を進めるにあたり委員長を選出する必要がございます。合志市介護保険事業

計画等策定委員会要綱第５条の規定により委員の互選により委員長を選出していた

だくこととなっております。 

自薦他薦問いませんが、どなたかいらっしゃらないでしょうか。 

（事務局一任の声） 

それでは事務局からは水上委員を推薦します。 

ご異議がなければ拍手をお願いします。 

（拍手多数） 

ありがとうございます。 

では水上委員は委員長席にご移動をお願いします。 

（委員長よりあいさつ） 
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６．副委員長の指名 

事務局 

委員会要綱第５条において、副委員長は委員長が指名することとなっております

ので、これにより水上委員長より副委員長の指名をお願いいたします。 

水上委員長 

それでは副委員長のご指名をさせていただきます。 

辻委員にお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

（副委員長よりあいさつ） 

 

 

７．議題 

事務局 

では早速、議事に入ります。 

議長は、介護保険事業計画等策定委員会要綱５条第２項の規定により、委員長にな

ります 

 

⑴  介護保険制度の概要等について 

 議長（水上委員長） 

それでは、議題に入らせていただきます。議題１『介護保険制度の概要につい

て』ということで事務局からご説明をお願いいたします 

 

（事務局より説明） 

 質疑） 

質疑なし 

 

議長（水上委員長） 

続きまして議題２『合志市の介護保険の現状及び今後の取り組みについて』とい

うことで、事務局からご説明をお願いいたします 

 

（事務局より説明） 

 質疑） 

委員 

詳細説明ありがとうございました。 

調整済み認定率に直した場合に、合志市として大きく順位が上がってるのは、何

か原因が考えられますか。 

 

事務局 

詳細な分析は現在まだできてない状況にありますが、今後どういったものが原因

となっているのか確認をしてまいります。 

 

委員 

何か原因があるんであれば対策の方もしっかりとしていただくようお願いしま

す。 

 

議長（水上委員長） 

続きまして議題３『地域包括支援センターにおける事業実施報告及び今後の取り

組みについて』ということで、事務局からご説明をお願いいたします 

 

（事務局より説明） 
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 質疑） 

委員 

ボランティア活動の充実のところで、介護予防ボランティアポイントを始められ

ており、現在登録者が少ないということで、それを推進していきたいというお話で

すが、健診も同じ様になかなか来ていただきたい方に、情報発信していくことが難

しいと非常に感じております。広報にも掲載するけれども情報が届かない現実が健

診等でも感じています。そのボランティア活動の充実を進めていくうえで、ご紹介

のあった高齢者の見守りネットワークの構築というところで、様々な団体さんが活

動されてるので、大変興味関心を持ちました。ボランティア活動の充実に、見守り

ネットワークに関わる方々の参画等、連携されているのでしょうか。 

 

事務局 

見守りネットワークについては、構築段階でどのような人に参加をしてもらうか

考えています。民生委員さんを中心とした構築になっていくと思います。民生委員

さんたちが、サロンとかのボランティア活動も、見守りの活動の一つとして実施さ

れています。実際の民生委員さんたちは民生委員さんの仕事として見守りの活動を

行っているんですが、例えばサロンとかに参加しているボランティアの人たちが、

民生委員さんのお手伝いではないが、ちょっとお出かけしている際に見かけたこと

自体も見守りに繋がっているというマニュアルを、今作成しております。いろんな

ところでボランティアをされている方たちに見守り活動の協力をお願いしていきま

す。 

 

委員 

なかなか通いの場とかサロンの担い手の方も高齢化されて、通いの場の継続が難

しくなっているというような声も聞きます。そういったボランティアの方が連携し

てサポートができように協力していければと思います。 

 

委員 

高齢者の生きがいと健康づくり推進事業におきまして、いろんな講座が数項目あ

りますが、何より今感じましたのが令和４年度受講生において、自主グループがで

き、地域貢献活動を実施しておられるということで、この自主グループが出来たこ

とは本当に良いことだと思います。 

 

議長（水上委員長） 

続きまして議題４『地域密着型サービスの現状について』ということで、事務局

からご説明をお願いいたします 

 

（事務局より説明） 

 質疑） 

質疑なし 

 

 議長（水上委員長） 

これをもちまして全ての議題は終了となります。 

その他に何かございませんでしょうか？なければ審議を終了させていただきます。 

皆様のご協力により速やかに審議が進みましたことをお礼申し上げます。 

ありがとうございました。 


